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1 文京区の取組
文京区版ひきこもり総合対策
　文京区では、ひきこもりに関する総合相談窓口で
ある「文京区ひきこもり支援センター」を令和２年
４月に設置しました。
　また（公社）青少年健康センター　茗荷谷クラブ
にひきこもり等自立支援事業「STEP 事業」（相談支
援、段階的な支援プログラム、講演会等）を委託し
て実施しています。

ひきこもり支援センターを主軸とした支援ネットワーク 　
　庁内関係部署や支援関係機関で構成する「ひきこもり等自立支援会議」を設置し、ひきこも
り支援体制構築に向けた検討を行っています。また、ひきこもり支援センターが事務局となり、
ひきこもり支援従事者連絡会や複合的な課題を含む個別ケース検討会議を開催しています。
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人材養成研修事業 
　議義形式の研修から、段階的にグループワーク形式の研修を実施しています。

ひきこもり支援に関する情報発信
　「情報発信」では、リーフレットや区ホームページ等を利用して、ひきこもり支援に関する
情報やイベント等を周知しています。

文京区ひきこもり支援センターリーフレット

広域連携支援
　ひきこもりの状態を知られることを警戒して相談につながらない方もいることから、近隣区
（千代田区、台東区）と相互利用できる講演会・個別相談会を実施しています。また、清瀬市
や国立市、豊島区など６自治体合同で主催する「ひきこもりUX女子会」も実施しています。

研修名 ひきこもり支援従事者養成研修 ひきこもりサポーター養成研修

対象 区の福祉・教育・保健分野等の職員、区内支援
関係機関の支援従事者 民生委員・児童委員、青少年委員　

内容
・分野別（高齢、介護、教育）の研修
・包括的アセスメント研修
・8050問題ケースの事例検討会（地区ごと）

ひきこもりについての基礎的な知識の習得、ひ
きこもり支援に必要な地域との連携について

支：支援従事者全体　　高支：高齢者支援従事者　　介支：介護支援従事者　　教育：教育関係者　　サ：民生委員、青少年委員
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2  豊島区の取組
「豊島区ひきこもり支援協議会」の立ち上げ　　
豊島区では、令和 2年 7月に「SDGs 未来都市」及び「自治体 SDGs モデル事業」に選定さ

れたことを契機に、複合的な課題が混在しているひきこもり支援の相談体制を強化することと
し、令和 3年 7月に、当事者や家族の状況に応じた支援をより一層推進する学識経験者、家族
会を含む当事者、支援団体、地域団体、専門家及び行政職員で構成する「ひきこもり支援協議会」
を立ち上げ、豊島区の地域性を踏まえた支援の在り方や方針について議論を行っています。

ひきこもり実態調査の実施　
　令和 2年 10月から 12月まで、庁内関係 10課及び関係 2団体を対象に、ひきこもりに係
る実態調査を実施し、調査結果を受けて、令和3年7月から福祉総務課に「ひきこもり相談窓口」
を設置しました。
　また、令和４年７月から８月にかけて、町会、民生委員・児童委員、豊島区青少年育成委員
にアンケート調査を実施し、ひきこもりに関する相談を受けたことがあるか、その時にどのよ
うな対応をしたか等を伺いました。この調査結果を基に、今後の支援施策を検討していきます。

ひきこもり相談窓口の設置　
　ひきこもり相談窓口では、社会福祉士などの資格を持った「生きづらさ相談支援員」を配置
し、対面、メール、電話、オンライン（ビデオトーク）により相談に対応しています。さらに
必要に応じて、自宅や相談者が希望する場所に出向くアウトリーチを交えながら、当事者との
関係構築を進めています。
　また、人事発令による福祉包括化推進体制（関係課係長に事業推進係長兼務発令）を構築し、
各課が連携しながら、「ワンストップの支援提供と支援し続ける（つながり続ける）」に取り組
むなど、庁内での連携体制の強化を進めています。

【チラシ】豊島区ひきこもり相談窓口
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普及啓発及び情報提供　　
　区の取組や「ひきこもり相談窓口」について、月刊誌「厚生労働令和 3年 4月号」、広報と
しま特別号（全戸配布）、町内全掲示板に周知チラシ掲示、としまテレビ、専用ホームページ
「ひきこもり情報サイト」、ブログ、SNS（Twitter）など様々な媒体によって、広報・周知活
動を実施しています。
　広報としま特別号では、「顔の見える相談窓口」となるよう相談員の顔とメッセージを発信し、
全戸配布しました。

ひきこもりネットワーク会議の開催　　
　豊島区で活動する団体が抱える課題を把握するとともに、地域でひきこもり支援に関わって
いる団体との連携を構築するため、令和 3年 10月にひきこもり支援ネットワーク会議を設置
しました。第１回部会には、区内で活動する家族会や当事者を受け入れる企業など４団体が参
加し、現場から見たひきこもり支援の在り方や不足する資源等について、率直に意見交換を行
いました。現在は当事者団体や女性支援団体等が加わり、７団体で構成しています。今後も登
録団体を増やしていき、官民連携による支援提供の在り方について相互理解を深めていきます。

広報としま特別号（全戸配布）
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3  足立区の取組
くらしとしごとの相談センターの取組　　
　足立区の生活困窮者自立相談支援機関である「くらしとしごとの相談センター」では、平成
30年度から、年代を問わずひきこもりの状態にある当事者・家族への支援を実施しています。
　NPO法人に「セーフティネットあだち」の運営を委託し、自宅以外での生活の場が失われ
た方等に対して、相談、能力開発、職業意識啓発等の支援を行っています。また、登録者のう
ち、必要な方には居場所支援も実施しています。
　くらしとしごとの相談センター相談員、区福祉課職員、保健師、弁護士、ひきこもり関係事
業者、パーソナルサポート（自殺対策）関係事業者が一堂に会し、ワンストップで相談を受け
付ける「出張総合相談会」を、北千住において年５回開催しているほか、区内３地域で出前相
談を実施するなど、相談しやすい多面的な環境づくりに取り組んでいます。
　また、区民、当事者、家族、支援者等に向けたひきこもりに関するセミナーを開催し、地域
理解の促進に取り組んでいます。

「つなぐシート」の活用　　
　個々の事案に対して、切れ目のない支援体制を確立するため、足立区では「つなぐシート」
を活用しています。複数の関係機関が情報を共有し、連携して相談者の悩みをできる限り早期
に解決するために足立区で考案・作成したものです。
　相談等を受けた部署が内容を記録し、相談者から個人情報のやり取りにかかる同意を得た上
で、必要な支援を提供する他の機関へリレー形式でつないでいくためのツールとして利用して
います。

つなぐシート
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4  八王子市の取組
重層的支援体制整備事業の実施　　
　八王子市では、令和 3年度から重層的支援体制整備事業を実施しています。その中の包括
的相談支援事業では、地域住民の身近な相談窓口である「はちまるサポート」を中心に、属性
や世代、相談内容に関わらず包括的に相談を受け止め、関連する支援機関同士が連携をとりな
がら支援を行っています。また、複雑化・複合化した課題を抱えている事例に対しては、多機
関協働事業において課題をアセスメントするほか、支援会議の活用などにより庁内部署と支援
機関が連携し、役割分担や支援の方向性を整理しています。

ひきこもり支援部会の開催
　令和３年４月に立ち上げた「ひきこもり支援部会」では、家族会、支援機関、庁内部署が一
堂に会して相互連携を深め、ひきこもりの状態にある方の社会的自立を推進するための、市の
ひきこもり支援の在り方について検討しています。

ひきこもり相談窓口の明確化・周知
　当事者や家族が必要な際に相談できるよう、ひきこもりに関する相談窓口を「はちまるサポー
ト（全年齢を対象）」と「子ども家庭支援センター（18歳未満を対象）」とし、リーフレット
の配布や市ホームページへの掲載により周知を行いました。
　はちまるサポートは、地域の身近な相談窓口として市内に 11か所（令和 5年 1月時点）
設置されており、コミュニティソーシャルワーカーが対面や電話により相談に対応するほか、
当事者が相談窓口に出向くことが難しい場合は、訪問支援（アウトリーチ）を通して、当事者
や家族と信頼関係を構築しながら、個々の状況に応じた継続的な支援を行っています。

市民フォーラムの開催
　令和 4年度に重層的支援体制整備事業の一環として、地域共生社会に関する市民フォーラ
ムを2回開催し、学識経験者による講演や地域団体・はちまるサポートのコミュニティソーシャ
ルワーカーの支援活動報告を通して、ひきこもりや 8050 問題について地域住民の理解が進
むよう周知・啓発を行いました。
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5  町田市の取組
町田市保健所を中心としたネットワークの構築　　
　町田市では、町田市保健所において、当事者や家族の相談・支援を行っています。平成 24
年度から平成 28年度までの５年間は、「まちだ未来づくりプラン」の重点事業として、ひき
こもり者支援対策推進事業に取り組みました。
　また、平成 26年度からは、保健医療、福祉・居場所、就労、教育の各分野の関係機関が参
加し「ひきこもりネットワーク会議」を開催しています。この会議では事例検討やグループワー
クを行い、関係機関の相互理解や連携を深めています。
　平成 28年度には、関係機関と共に「町田市ひきこもり者支援イメージ図」を作成しました。
保健医療、福祉・居場所、就労、教育などの分野ごとに利用できる社会資源をまとめたもので
あり、市民が相談する際に活用されています。

当事者・家族向けのグループワーク　　
　町田市保健所では、当事者及び家族向けのグループワークを定期的に開催しています。
　当事者向けのグループワーク（マンボウ）は、回復途上にあるひきこもりの状態にある当事
者が、安全な環境で他の参加者と交流や活動を重ね、社会参加の足がかりとしての活動を毎週
行っています。
　家族向けのグループワークは、親自身が、当事者とのコミュニケーションや対応方法を振り
返り、親子関係や夫婦関係の課題について考え、当事者の回復に向けての気付きを得る場とし
て活動を行っています。
　グループワークを実施することにより、当事者・家族が相談しやすい環境づくりを行うとと
もに、グループダイナミックスを生かした支援を行っています。
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【町田市ひきこもり者支援イメージ図】（表面）　

【町田市ひきこもり者支援イメージ図】（裏面）　　

※各機関の活動内容は変更している場合があります。
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6  日野市の取組
ひきこもりに関する支援　　
　日野市では、ひきこもりの状態にある方やその周囲の方が早期より相談しやすい環境を整え
ることを大切に考えています。
　そのため、対面だけではなくオンラインによる個別相談会や、土曜日に開催する出張個別相
談会等、様々な形で相談会を開催しています。
　日野市のひきこもりに関する窓口であるセーフティネットコールセンターは、「福祉の初期
総合相談窓口」であるため、ご本人やそのご家族が複合化した課題を抱えている場合でも、関
係部署や関係機関との連携をスムーズに行うことができます。
　他に、ひきこもりについての理解を深めるための情報や、当事者の経験談など、役に立つ情
報を発信するセミナーの開催、安心・安全な場所で自由に過ごし、人や社会と交流することが
できる居場所の開催など、ひきこもりという生き方をともに考え、生きづらさの解消に努めて
います。
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「ひきこもり相談受付票」の活用　　
　日野市では、相談の初回受付はセーフティネットコールセンター職員で行い、具体的な相談
支援は委託先の専門の相談員が対応しています。
　最初の窓口で正しい情報の聞き取りを行うことができると、その後の支援をスムーズに行う
ことができますが、様々な状況の中で初めて窓口にいらっしゃる方から正しい情報を聞き取る
ことは非常に困難です。そのため、誰が対応しても必要な情報の聞き取りができるよう、「ひ
きこもり相談受付票」を用いて相談を受け付けています。
　この様式は委託先の社会福祉士の資格を持つ相談員に相談しながら、随時バージョンアップ
しています。

広報活動
　日野市がひきこもりに関する様々な支援を行っていることや、その他ひきこもりに関する情
報を必要な方に届けることは非常に大切です。そのため、複数の媒体を使用して広報を行って
います。
日野市ホームページでは、個別相談の予約状況を随時更新したり、ひきこもりに関する情報の

発信を行ったりしています。また、LINE や Twitter 等の SNS やデジタルサイネージ、チラシ
による情報発信も行っています。チラシは各市内図書館、スーパー、学校、病院、精神保健福祉
センターに設置しているほか、市内を運行しているコミュニティバス内にも掲示をしています。

「日野市ひきこもり家族会」
　日野市では、特定非営利活動法人 KHJ 全国ひきこもり家族会連合会の協力の下、家族会を
立ち上げました。
　家族会は、ひきこもり当事者及びその家族や支援者が懇談会形式で自由に想いを語り合い、
交流する居場所になっています。居住地問わずご参加いただけます。
　また、ひきこもりセミナーを市と家族会が共催で開催しています。
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7  国立市の取組
ひきこもり施策のコーディネート部門　　
　国立市では、18歳未満は「くにサポ（子ども家庭部）」で、18歳以上は「ふくふく窓口（健
康福祉部・生活困窮者自立相談支援機関）」で相談を受け付けています。個別対応の他、各専
門機関、専門窓口へおつなぎしています。

国立市ひきこもり家族会「ここから」
　平成 30年４月に国立市社会福祉協議会が家族
会を立ち上げ、初年度の家族会参加者の中から、
家族会自主運営に携わってくれるご家族と地域の
支援者で世話人会が発足しました。当事者や専門
家をお招きする勉強会を行い、勉強会の感想や日
常の思いを分かち合う「定例会」と、少人数での
んびりお話をする癒しの場である「家族の居場所」
を開催しています。参加者は市内在住者に限りま
せん。
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生きづらさを抱えた方の居場所「からふらっと」　　
　令和 2年 8月より「ひきこもりなど生きづらさを抱えた方たちの日中の居場所を作りたい」
という提案をきっかけに作られた当事者会です。国立市社会福祉協議会が協力して開催してい
ます。日中の居場所という目的で開かれ、陶芸・ゲーム部・地域のごみ拾い活動を行ったり、
農園を借りて当事者に生産から販売まで関わってもらっています。また、家族会と共同主催で
講演会も実施しています。
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8  大島町の取組
若者自立サポートステーション「ロケット」　　
　当事者の居場所として、若者自立サポートステーション「ロケット」を設置し、毎週活動し
ています。
　　
支援の対象者：おおむね 18歳から 49歳までの当事者
　　　　　　　※民生委員からの情報をもとに支援の対象者を拡大

支援の内容：対象者に合った支援方法を提供
　　　　　　屋内作業（看板製作、ミシン作業等）、
　　　　　　屋外作業（個人農園での農業体験）など

活動事例

看板製作 置物制作

ミシン作業 ミシン作業の作品


